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１ 栃木県の気候変動対策について
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本県のこれまでの取組

3

再エネの導入拡大

省エネの推進

○とちぎサンシャインＰＪ

○とちぎの水活用ＰＪ など

○エコカー普及促進ＰＪ

○エコな人づくりＰＪ

○エコな暮らしＰＪ など

住宅用太陽光発電

普及率 ３ 位※１

一般家庭ハイブリッド車

導入率 ２ 位※１

※１：H26消費動向調査より（総務省）、※２：資源エネルギー庁より

ZEH補助金交付決定

シェア ２ 位※２
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栃木県の温室効果ガス排出削減目標

出典：栃木県地球温暖化対策実行計画(2016-2020) 4

全体で

26%削減

家庭で

40%削減



２ 栃木県の状況と課題
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人口当たりの自動車保有台数（平成30年3月現在）

（出典：（一社）自動車検査登録情報協会データより栃木県作成）

世帯当たりの保有台数：1.61台（全国５位）
マイカー通勤率は72.2％（平成22年国勢調査）
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栃木県（２位）
0.67台／人口



冬季の寒暖差による健康影響の報告例

7国土交通省：断熱改修等による居住者の健康への影響調査参考資料より

冬季死亡増加率の都道府県別比較（死因内訳）
厚生労働省：人口動態統計（2014年）都道府県別・死因別・月別からグラフ化



３ ライフスタイル変革に向けた取組
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省エネ家電買換え促進キャンペーン

クールシェアスポット等での普及啓発

「COOL CHOICE とちぎ」共同宣言

栃木県のこれまでのCOOL CHOICE

女子大生による女子高生への普及啓発
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「COOL CHOICE とちぎ」推進チーム
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令和元年（２０１９）年６月２６日に設置（全国初）

構成：知事（リーダー）、市町、産業界、メディア、学識者、消費者団体など

推進チーム

情報発信WG

住宅／家電WG

次世代自動車WG



推進チームの成果
～県民の行動変容に向けて～
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プロスポーツチームとの連携 啓発資材の作成 普及啓発動画

①無関心層の取り込み（インフルエンサーの協力、わかりやすい発信）

②対象、契機を絞った発信（行動経済学やデジタルを活用など）



推進チームの成果
～「住宅」分野で進めていくこと～
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別分野と連携した発信ZEH No.1を目指す地域工務店向けセミナー

① ZEH、高断熱住宅等の担い手の育成

② 省エネに加えて、健康や防災などの分野との連携

出典：資源エネルギー庁



① 通勤によるCO2排出の削減策の実施

② EV等の付加価値（V2H、防災など）についての認知度向上

推進チームの成果
～「交通」分野で進めていくこと～
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WPC（ワークプレイスチャージング）の推進 災害時協力者登録制度創設の検討

出典：鳥取県



まとめ

とちぎは、
「クールチョイスNo.1」を目指します。

そのために、
・県民の行動変容促進
・ZEHをはじめとした住宅の脱炭素化
・次世代自動車の普及促進

などに取り組みます。


